
必修科目
国際観光ビジネス科　観光総合コース
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期
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期
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旅行業法・約款 旅行業法・標準旅行業約款の学習。法律の角度から旅行業務の理解を深める。 ●

国内観光資源Ⅰ 国内の観光地理・文化について基礎を学ぶ。 ●

国内運賃・料金 国内旅行運賃・料金全般について基礎を学ぶ。 ●

海外観光資源Ⅰ 海外の観光地理・文化について基礎を学ぶ。 ●

海外旅行実務 海外旅行業務全般について基礎を学ぶ。 ●

国際航空運賃 国際航空運賃のしくみの基礎を学ぶ。 ●

旅行業英語 旅行業務に必要な英語・専門的用語について基礎を学ぶ。 ●

旅行業概論 旅行業界全体の成り立ちや仕組みについての理解を深める。 ●

国内パッケージ 国内企画旅行商品についてその内容・案内・斡旋業務について総合的に学ぶ。 ●

海外パッケージ 海外企画旅行商品についてその内容・案内・斡旋業務について総合的に学ぶ。 ●

Ｆ Ｉ Ｔ ＦＩＴ商品（海外個人旅行）の販売知識を習得する。 ●

国内旅行演習 国内個人旅行及び総合旅行の知識・技能を身につけるとともに旅行日程の作成方法を学ぶ。 ●

国内研修旅行 国内旅行を通じて現地事情を把握するとともに添乗業務を実践する。 ●

オフィストレーニング実務基礎 実習に必要な店頭販売の基本スキルと、トリップス端末の基本操作を学ぶ。 ●

国内オフィストレーニング ＪＴＢグループ店舗を中心とした実習（オフィストレーニング）を通して旅行会社の実務を体験する。 ●

海外旅行演習 海外団体旅行の業務知識を身につけるとともに旅程管理業務の知識を学ぶ。 ●

海外研修旅行 海外旅行を通じて現地事情を把握するとともに添乗業務を実践する。 ●

イベント企画（行事） 学校行事への参画により、各種イベント（催し物）の事前準備から実施までを学ぶ。 ● ● ● ●

観光総合演習 幅広い観光産業について視野を広げ、職業人として通用する掘り下げた知識・スキルを磨く。 ●

観光マーケティング
民泊、通訳案内士、ＩＲ（カジノを含む統合型リゾート）など、直近の課題を考察し、今後の方針を観光庁担当課
長に扮して発表する。そして論文とは何か。その作法等を解説後、卒業論文を執筆します。

●

欧州文化・芸術講座
絵画、食文化、キリスト教、音楽、イベント、建築などを通して、観光業に必要な奥深いヨーロッパの文化、芸術
を学ぶ。

●

コミュニケーション
学校生活マナー・ビジネスマナーを身につけ、自己ＰＲ能力・コミュニケーション能力を磨く。またオフィストレー
ニング・就職活動・就業に備える。

● ● ●

ビジネス実務
事務処理の基本、履歴書の書き方、ビシネス文書の書き方、自己啓発の進め方を学ぶ。またオフィストレーニ
ング・秘書技能検定・就職活動・就業に備える。

● ●

就職ガイダンス　Ⅰ
観光産業全体の成り立ちと仕事のしくみを各業界を代表する会社事例を通じて学習し、その中で旅行・ホテ
ル・空港・運輸関連企業の役割と実情を学ぶ。

●

就職ガイダンス　Ⅱ 就職活動に向けて旅行・ホテル・空港・運輸関連企業の研究・個人面接指導などを行う。 ●

旅のユニバーサルデザインアド
バイザー

旅行会社がすべてのお客様の旅の目的をかなえることにより、障がいの社会モデルを実現する共生社会の
推進に貢献することを基本理念としている、旅のユニバーサルアドバイザーの資格を取得します。(筆記試験・
実技体験)

●

ホスピタリティ さまざまな観光業界のホスピタリティについてプロ・カリスマといわれる講師の話を聞き、自ら発見する。 ● ●

グループアクティビティ ホームルーム活動により役割意識、自己PR能力、自己啓発力を高める。 ● ● ● ●

ビジネスベーシックスキル ツーリズム産業に従事するにあたって必要な基礎知識の確認及びコミュニケーションスキルを習得する。 ●

一般教養Ⅰ 就職活動に必要な一般常識・作文など試験対策を学ぶ。 ●

一般教養Ⅱ 就職活動・就業に必要な一般常識・作文能力を高める。 ●

パソコン　ⅠⅡⅢ パソコン操作の習熟と旅行会社ですぐに役立つ文書・リスト作成・Ｅメール・Ｗｅｂ検索技能を習得する。 ● ● ●

航空端末（ＡＸＥＳＳ）国内 国内航空券の予約・運賃・発券等について学ぶ。 ●

ＧＤＳ操作 航空券の予約・運賃・発券等について操作方法を学ぶ。 ●

英
語

英会話ⅠⅡⅢⅣ 外国人講師の指導により日常英会話力、ビジネス英会話力を磨く。 ● ● ● ●

※カリキュラムは変更になる場合もございます。
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